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１．事業の概要 
（１）目的 

・ 国土・地域のネットワークの構築 

・ 円滑なモビリティの確保 

・ 物流の効率化の支援 

・ 個性ある地域の形成 

・ 安全で安心できるくらしの確保 

・ 災害への備え 

・ 地球環境の保全 

 
日高自動車道は、北海道縦貫自動車道苫小牧東ＩＣから分

岐し浦河に至る延長約１２０㎞の一般国道の自動車専用道路

です。 

このうち、厚真門別道路は、厚真ＩＣから門別ＩＣに至る

延長２０．０㎞の区間で、高速交通ネットワークの拡充によ

る物流の効率化や交流促進を支援し、地域の自立発展を支え

るとともに、災害時の代替路の確保等を目的としています。 

平成２年度に事業着手し、整備が進められています。 
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■位置図 
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至倶知安

恵庭市

至札幌

千歳市 至岩見沢

厚真町
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至日高
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平取町
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至えりも

太　平　洋

新千歳空港

苫小牧港

日高自動車道
L＝１２０．０ｋｍ

凡　例

供 用 済
事 業 中
計画区間

厚真門別道路
L＝20.0km

苫小牧東IC

沼ノ端西IC

沼ノ端東IC

苫小牧中央IC
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■事業概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供　用　中

再評価箇所

凡　　例
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うち供用中

鵡川町

主
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至浦河

至浦河

至日高

門別ＩＣ

門別町

237

沙
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川門別競馬場

道の駅
「むかわ四季の館」
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Ｉ
Ｃ
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一

厚
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鵡
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ほ
っ
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ど
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ふ
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あ
つ
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は
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北
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勇
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郡
厚
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町
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ほ
っ
か
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ど
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さ
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も
ん
べ
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び
ら
が･

至

北
海
道
沙
流
郡
門
別
町
字
平
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厚真門別道路 L=20.0km

供用済（暫定２車線）
　 Ｌ＝8.6ｋｍ
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（２）計画の概要 

① 起点   ・・・北海道
ほっかいどう

勇払
ゆうふつ

郡厚
あつ

真
ま

町字浜厚真
はまあつま

 

  終点   ・・・北海道
ほっかいどう

沙流
さ る

郡門別
もんべつ

町字平賀
び ら が

 

② 計画延長 ・・・Ｌ＝２０．０ｋｍ 

③ 幅員   ・・・Ｗ＝２３．５ｍ（Ｗ＝１２．０ｍ） 

④ 構造規格 ・・・１種２級 

⑤ 設計速度 ・・・１００ｋｍ／ｈ 

⑥ 車線   ・・・４車線（暫定２車線） 

⑦ 事業主体 ・・・北海道開発局 

 

■標準横断図 

４車線 

 

 

 

 

 

  

暫定２車線 

 

 

 

 

 

（３）経緯 

平成 ２年度 事業化 

平成 ４年度 用地補償着手 

平成 ５年度 工事着手 

平成１５年度 厚真ＩＣ～鵡川ＩＣ間 

 L＝８．６km 暫定２車線供用 

（単位：ｍ）

CL

23.50

2.50 7.00 7.004.50 2.50

路肩 路肩車道 車道中央
分離帯

CL

12.00

2.50 2.503.50 3.50

路肩 路肩車道 車道
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２．事業の必要性等 
事業の効果や必要性を評価するための指標 
客観的評価指標 「高規格Ｂ」 

政策目標 

大項目 中項目 
指   標 

● 並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率 

□ 並行区間等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待され

る 

■ 並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する又は

新たなバス路線が期待できる 

□ 新幹線駅へのアクセス向上が見込まれる 

円滑なモビ

リティの確

保 

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる

■ 特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる 物流の効率

化の支援 ■ 農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品の流通の利便性向上が見込まれ

る 

□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である 

□ 三大都市圏の環状道路を形成する 

都市の再生 

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり 

■ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 

■ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 

国土・地域の

ネットワー

クの構築 ■ 日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる 

■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する 

■ IC等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する 

Ⅰ活力 

個性ある地

域の形成 

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である 

Ⅱ暮ら

し 

安全で安心

できる暮ら

しの確保 

■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 

安全な生活

環境の確保 

□ 並行区間等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量

の減少により当該区間の安全性の向上が期待できる 

■ 対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整

備事業計画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五カ年計画に位置づけのある路線（以

下「緊急輸送道路」という）として位置づけあり 

■ 緊急輸送道路が通行止めになった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成す

る 

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する 

Ⅲ安全 

災害への備

え 

□ 並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間の代替路線を形

成する 

地球環境の

保全 

● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量 

● 並行区間等における自動車からのNO2排出削減率 

● 並行区間等における自動車からのSPM排出削減率 

□ 並行区間等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を

下回ることが期待される区間がある 

Ⅳ環境 

生活環境の

改善保全 

□ その他、環境や景観上の効果が期待される 

他プロジェ

クトとの関

係 

□ 他機関との連携プログラムに位置づけられている Ⅴその

他 

その他 ■ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が期待される 

 

 ※●は定量的に評価を行なう指標
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（１） 事業を巡る社会経済情勢等の変化 
客観的評価指標① 

「当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡する

ルートを構成する」 

当該道路を含む日高自動車道は、北海道縦貫自動車道との連

結により、静内地方圏の拠点都市である静内町と、苫小牧市や

札幌市などの道内拠点都市を連絡します。これにより、拠点都

市間を結ぶ高速ネットワークが形成されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：地方生活圏要覧（国土交通省）
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客観的評価指標② 

「当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連

絡する路線を構成する」 

日常活動圏中心都市である静内町と苫小牧市は、国道２３

５号を利用して約１１８分かかります。 
日高自動車道整備により、静内町と苫小牧市の都市間は約

３７分短縮され、最短時間でのネットワークが可能になりま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：道路交通センサス、北海道市町村勢要覧、苫小牧・静内保健所より

注）病院数は 3 人以上の医師がいる複数の診療科目があるものを掲載し、その他の診療所を除く

（苫小牧・静内保健所ヒアリング）

静内町～苫小牧市 
約３７分短縮！ 

 

 

■静内町から苫小牧市への時間変化 

病院

学校

ビ ル

公共施設：69箇所

高等学校：７校

年間商品
　販売額：5,704億円

病　　院：15箇所　

人　　口：172,086人
（平成12年国勢調査より）

（平成14年）

（公民館・図書館・福祉施設等）

病院

学校

ビ ル

公共施設：61箇所

高等学校：２校

年間商品
　販売額：470億円

病　　院：３箇所

人　　口：23,125人
（平成12年国勢調査より）

（平成14年）

（公民館・図書館・福祉施設等）

静内町～苫小牧市間

厚真IC供用

門別IC供用

静内IC供用

[70km/h]

[70km/h]

１１４分

１１8分

１０２分

８０分

３８分
短縮

日高自動車道
　 未整備

１１８分 

１１４分 

１０２分 

８１分 
３７分短縮 
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客観的評価指標③ 

「日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる」 

当該事業地域である鵡川町・平取町・門別町３町の通勤・

通学や商業、高次医療等の生活活動は、主に苫小牧市を利用

しています。 
当該事業により、日常生活圏中心都市である苫小牧市への

アクセス向上が見込まれ、生活活動に対する移動制約は、軽

減されることが期待されます。 
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社
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食

社

会
的
活

動

そ

の
他

移

動
時
間
/
活
動
時
間

胆振管内居住者

日高管内居住者

資料：室蘭開発建設部 

活動時間に占める移動時間の割合（目的別） 

 日高管内居住者は、商業・娯楽・医

療などの生活活動において、胆振管

内居住者に比べ移動時間の制約を

大きく受けており、当該事業により

軽減されることが期待されます。 

資料：北海道広域商圏動向調査(H3) 、平成 12 年 5 月診療分

国民健康保険患者受療動向調査結果、国勢調査(H12) 

   北海道市町村勢要覧（H15）全国大型小売店総覧(H16) 

■鵡川町・平取町・門別町３町の苫小牧市への依存度 

112

3 5 7

苫小牧市 鵡川町 平取町 門別町

病院・診療所数（平成13年）

394 402
817

9,368

苫小牧市 鵡川町 平取町 門別町

事業所数（平成13年）

2 店2 店

41 店
570,383

12,854 6,787
21,304

苫小牧市 鵡川町 平取町 門別町

大型店舗

商品販売額（百万円）

大型店舗数及び販売額（平成14年）

◆大型店、病院、事業所数と苫小牧市の比較 

苫小牧市

白老町
門別町

鵡川町

浦河

三石町

静内町
新冠町

占冠村

日高町

幌市

早来町

厚真町 穂別町
平取町

由仁町

夕張市

追分町

北広島市

恵庭市

千歳市

長沼町

栗山町

4,138

2,492

3,196

1,371

3,066

1,038 632
3,089

2,991

3,445

買い物

苫小牧市

老町

門別町

鵡川町

三石町

静内町

新冠町

占冠村

日高町

清水

芽

市

早来町

厚真町

穂別町

平取町

由仁町

夕張市

追分町

北広島市

恵庭市

千歳市

長沼町

栗山町南幌町
新得町

767
461

1,050 739

1,139

1,154
518

通 院

苫小牧市

白老町
門別町

鵡川町

三石町

静内町
新冠町

占冠村

日高町

幌市

早来町

厚真町

穂別町

平取町

由仁町

夕張市

追分町

北広島市

恵庭市

千歳市

長沼町

栗山町
新

444 27
42

289

356

215
16

37

129

通勤・通学

その他
67.8%

苫小牧市
32.2%

買い物
（３町合計） 

その他
67.3%

苫小牧市
32.7%

通勤・通学
（３町合計） 

（単位：人） （単位：人） （単位：人） 

※店舗数：平成 16 年４月現在 
 商品販売額：平成 14 年６月現在 

その他
63.5%

苫小牧市
36.5%

通  院
（３町合計） 
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客観的評価指標④ 

「並行区間等の年間渋滞損失時間及び削減率」 

日高自動車道に並行する一般国道２３５号は、特にＧＷな

どの観光シーズンにおいて鵡川町や門別町の市街地で交通渋

滞が発生しています。 

平成１５年度における現道の年間渋滞損失時間は、４６８

千人・時間となっていますが、本路線の整備により削減され

ることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《門別町富川交差点》
・H10.5.4に最大渋滞長12.3km
　（通過時間94分）を記録
・ＧＷ時期には、0.5km～6.2kmの
　最大渋滞長を毎年のように記録

《鵡川市街地》
・H10.5.4に最大渋滞長23.2km
　（通過時間161分）を記録
・ＧＷ時期には、0.3km～8.3kmの
　最大渋滞長を毎年のように記録

Ａ

Ａ

H15H15年年88月供用月供用

鵡川町市街地鵡川町市街地

【市街地の渋滞状況】

鵡川町市街地鵡川町市街地

【市街地の渋滞状況】

時間帯別交通量観測地点

8705 8282

12307

14592

6977 6659 6269

0

5000

10000

15000

20000

供用前

（供用約10日前）

供用後

（供用約10日後）

供用後

（供用約3ヶ月後）

供用後

（H16GW時）

（台/日）

日高道（厚真～鵡川） 国道２３５号

(26.9) (14.3) (39.9) (15.8) (48.8) (4.0) (8.7)

【供用前後の交通量の変化】

（　）内は大型車混入率

※国道235号は実測値交通量にH11センサスの昼夜率で拡大

資料：室蘭開発建設部（H15年交通量調査結果）

＜Ａ－Ａ断面＞

0

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

7 時 ～ 9 時 ～ 1 1 時 ～ 1 3 時 ～ 1 5 時 ～ 1 7 時 ～

交
通

量
（
台

/時
）

Ｈ １ ５ 平 日 Ｈ １ ６Ｇ Ｗ

8 時 ～ 1 0 時 ～ 1 2 時 ～ 1 4 時 ～ 1 6 時 ～ 1 8 時 ～

【国道235号鵡川市街地の時間帯別交通量】

0

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

6 0 0

7 0 0

7 時 ～ 9 時 ～ 1 1 時 ～ 1 3 時 ～ 1 5 時 ～ 1 7 時 ～

交
通

量
（

台
/
時

）

Ｈ １ ５ 平 日 Ｈ １ ６Ｇ Ｗ

8 時 ～ 1 0 時 ～ 1 2 時 ～ 1 4 時 ～ 1 6 時 ～ 1 8 時 ～

＜上り線（静内方面→苫小牧方面）＞

＜下り線（苫小牧方面→静内方面）＞

ＧＷ時期は、下り線のピークは10時
～11時台、上り線は14時～17時ま
での時間帯となっており、観光など
に利用されていると考えられます。 ※資料：室蘭開発建設部（H15年交通量調査結果）
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客観的評価指標⑤ 
「並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待で

きるバス路線が存在する又は新たなバス路線が期待できる」 

現在、当該路線に並行する国道２３５号のバス路線は、浦河

町と札幌市、新千歳空港を結ぶ路線など４本が運行しており、

当該路線において一日１１往復、年間約１５万人が利用してい

ます。 

日高自動車道の整備により高速交通体系が強化され、これら

のバス路線の高速性や定時性の確保、バス運行の円滑化に寄与

し、利便性の向上が期待されます。 

また、今年の４月より札幌市から浦河町経由で広尾町に至る

バス路線が試験運行中であり、利用者から好評を得ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

浦河町

広尾町

帯広市新千歳空港

静内駅前

浦河ターミナル

えりも

広尾

帯広駅

苫小牧駅前

日高自動車道　厚真門別道路

札幌方向へ 札幌方向へ

日
高
自
動
車
道

札幌～浦河間
１日７往復

新千歳空港～浦河間
１日２往復

札幌～広尾間
１日１往復(試験運行)

札幌～えりも間
１日１往復

・供用区間については既に利用しています。 
・日高自動車道へ交通量が転換するため、札幌市内の渋滞による時間ロスを日高沿線で解消できます。 

・広尾～札幌を結ぶバスは帯広経由よりも移動時間 15分短縮（乗換の待ち時間含まず）、なおかつ往復で６，

０００円も安い運賃を実現中。 

・厚真ＩＣ～鵡川ＩＣの供用により、運行時間５分短縮。 

・供用区間が延長されることにより、都市間バスは日高自動車道を利用します。 

・高速道路利用による時間短縮により、利用客のニーズが高い“札幌出発時間を遅らせる”ことが可能。札幌

での滞在時間が増えます（現在の札幌出発時間は 16：00 です）。 

     資料：バス会社ヒアリング、十勝毎日新聞ホームページ

※時間短縮は日高自動車道を利用した場合の予測値 

ＪＲへ乗換 

９月末迄の試験運行予定で

あったが、好評につき、３ヶ月

（１２月末迄）延長予定 
バス路線系統図凡例

札幌～浦河

新千歳～浦河

札幌～えりも

札幌～広尾

広尾～帯広
資料：道路交通センサス

資料：時刻表より算出 

広尾町～札幌市間

広尾～帯広(バス)
帯広～札幌(ＪＲ)

広尾～札幌(バス)

４時間４０分

４時間２５分 １５分
短縮

浦河町～札幌市間

厚真IC供用

門別IC供用

浦河IC供用

[70km/h]

[70km/h]

３時間３８分

３時間２６分

２時間５１分 ４７分
短縮
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客観的評価指標⑥ 

「第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場

へのアクセス向上が見込まれる」 

新千歳空港は、国内線４１路線、国際線９路線（Ｈ１４．７

現在）、利用者数約１,８００万人を有する北海道最大の空港と

なっています。 

日高自動車道の整備により広域交通ネットワークが形成さ

れ、日高自動車道沿線地域からのアクセス向上が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.0
時間圏内

2.0
時間圏内

1.
0時

間
圏
内

1.
0時

間
圏
内

3.0
時間圏内

3.0
時間圏内

苫小牧市苫小牧市

様似町様似町

浦河町浦河町

三石町三石町

静内町静内町

新冠町新冠町

えりも町えりも町

日高町日高町

札幌市札幌市

平取町平取町

鵡川町鵡川町

門別町門別町

新千歳空港新千歳空港

■新千歳空港からのカバー圏の拡大と３町の利用人数 

8,2008,200
19,60019,600

9,5009,500

1.
0時

間
圏
内

1.
0時

間
圏
内

2.0時
間圏内

2.0時
間圏内

3.
0時

間
圏
内

3.
0時

間
圏
内

苫小牧市苫小牧市

様似町様似町

浦河町浦河町

三石町三石町

静内町静内町

新冠町新冠町

えりも町えりも町

日高町日高町

札幌市札幌市

平取町平取町

鵡川町鵡川町

門別町門別町

新千歳空港新千歳空港

（利用者数単位：人/年） 

整 備 後 整 備 前 

凡　例

0.5時間圏
1.0時間圏
1.5時間圏
2.0時間圏

3.0時間圏
3.0時間～

その他空港
2.0%

新千歳空港
98.0%

日高支庁地域における

新千歳空港の利用率 

日高支庁全体で 
９８％利用 

資料：平成 13 年 航空旅客動態調査

資料：平成 13 年 航空旅客動態調査にもとづいて作成

76
6565

81
6969

111
99

84

120
108

87

150
138

106

180
168

133

205
193

158

235
223

188

0

50

100

150

200

250

単位：分

門別町 平取町 新冠町 静内町 三石町 浦河町 様似町 えりも町

厚真ＩＣ供用 門別IC供用 浦河IC供用

注） 

現況は H11 道路交通センサス 

苫小牧 IC～浦河 IC は 70km/h を想定 

■日高自動車道沿線地域から新千歳空港への時間変化 

 本事業整備で約１２分 
全線整備で約４７分短縮！ 

鵡川町・平取町・門別町

の新千歳空港の利用率 
その他空港

5.2%

新千歳空港
94.8%

３町の９５％が 

新千歳空港を利用！ 
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客観的評価指標⑦ 

「特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのア

クセス向上が見込まれる」 

特定重要港湾苫小牧港の取扱量は、道内の約４０％のシェ

アがあり、北海道の港湾物流最大の拠点となっています。 

当該事業地域である鵡川町・平取町・門別町では、道内港

湾の９割以上、年間約１８万トンの貨物量が苫小牧港を利用

しています。 

日高自動車道の整備により、当該事業地域から苫小牧港ま

でのアクセス向上が見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年間貨物量別苫小牧港後背圏 

資料：平成 11 年陸上出入貨物実態調査に基づいて作成

1,000,000ｔ以上

100,000～1,000,000ｔ未満

10,000～100,000ｔ未満

1,000～10,000ｔ未満

0～1,000ｔ未満

なし

■厚真 IC～鵡川 IC間を通行する大型車 ■鵡川町・平取町・門別町３町の苫小牧港利用割合 

鵡川町 平取町 門別町

苫小牧港
99.9%

室蘭港0.1% 室蘭港3.9% 小樽港0.0%
十勝港0.2%

苫小牧港
96.1%

苫小牧港
99.8%

資料：平成 11 年陸上出入貨物実態調査に基づいて作成

鵡鵡  川川  町町  

188ｔ

1,256ｔ

2,326ｔ

42ｔ

10ｔ

40ｔ

0%
10%
20%

30%
40%
50%

60%
70%
80%

90%
100%

輸移入 輸移出

原木

セメント

石油製品

その他

米・雑穀・豆

化学肥料

単位：t／月 

平平  取取  町町  

167ｔ
18ｔ

811ｔ

6ｔ

315ｔ

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

輸移入 輸移出

米・雑穀・豆

セメント

重油

石油製品

その他

単位：t／月 

門門  別別  町町  

1,582ｔ

1,397ｔ

1,582ｔ

160ｔ

286ｔ

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

輸移入 輸移出

原木

セメント

石油製品

その他

米・雑穀・豆

単位：t／月 
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客観的評価指標⑧ 

「農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品

の流通の利便性向上が見込まれる」 

（１）農産物 

当該事業ＩＣ付近である鵡川町、門別町、平取町は、農業

主体の地域であり、その農業粗生産額は２１７億円（Ｈ１４）

にのぼります。特に、平取町のトマトや門別町の長ねぎ、鵡

川町の花卉栽培は、近年の出荷量を伸ばしており、札幌市を

はじめ道央方面や関東・近畿地方へ出荷されています。 

日高自動車道の整備により、本地域から大都市圏への農産

物の流通の利便性向上が期待されます。 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

早来町 厚真町 穂別町

追分町千歳市

苫小牧市

日
高
自
動
車
道

函館から

　道外へ

新千歳空港

平取町平取町

門別町門別町

鵡川町鵡川町

北海
道
縦貫

自
動車

道

現場でのお話（花卉生産者） 

 花は鮮度と見た目が命。一分一秒でも

早く、そしてできるだけ花を傷めないよ

うに出荷することが大切です。 

 高速道路が出来ることで、より短い時

間で市場に届けられ、路面も良くなるの

で、良い状態で出荷できます。 

資料：室蘭開発建設部 

札幌出荷ルート

(千歳空港経由ルート)

苫小牧出荷ルート

道外出荷ルート
至:大阪　　451ｔ

至:東京　　451ｔ

JR苫小牧貨物ターミ
ナルから道外へ

至:大阪　2,255ｔ

至:東京　2,255ｔ

JR札幌貨物ターミナ
ルから道外へ

■鵡川町花卉の出荷先割合 

東京
40.0%

釧路市
12.0%

苫小牧市
6.0%

札幌市
42.0%H14出荷量

8,801千本

全て新千歳空港利用

■平取町トマトの出荷先割合 

大阪
33.3%

東京
33.3%

札幌市
33.3%

H14出荷量
8,119t

全てJR貨物利用

■門別町長ネギの出荷先割合 

札幌市
35.0%

苫小牧市
15.0%

東京
32.2%

名古屋
13.8%

H14出荷量
620t

全て新千歳
空港利用



－14－ 

（２）水産物 
当該事業ＩＣ付近の門別町、鵡川町の漁獲高は年間約１６

億円（Ｈ１４）で、漁業も盛んな地域です。特に、日高こん

ぶは主に関西方面へ、通年を通して捕れる門別町のタコは主

に道南方面の水産物加工場や道央方面へ出荷されています。 
当該事業の整備により、これら鮮度が重要な水産物輸送の

迅速性や安定性の確保が期待されます。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

■門別町たこの出荷先割合 

札幌市
17.5%

苫小牧市
17.5%

函館市（道
南方面）

38.7%

釧路市
26.2%

H14出荷量
720t

■浦河町いかの出荷先割合

東京
30.5%

函館市（道
南方面）

27.6%

大阪
22.0%

旭川市
3.3%

札幌市
16.6%

H14出荷量
1,370t

■日高こんぶの出荷先割合 

その他
20%

関西方面
80%

H14出荷量
4,360t

鵡川町

早来町 厚真町

穂別町

追分町

苫小牧市

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道

日
高
自
動
車
道

函館から道外へ
門別町

鵡川町

浦河町

資料：室蘭開発建設部、北海道水産現勢

札幌出荷ルート

苫小牧出荷ルート

道南出荷ルート

道外出荷ルート

171ｔ

228ｔ

至：札幌市

256ｔ

(高速道路利用)
378ｔ

至：道南方面

(国道36号線使用)

至:東京（418ｔ）

至:大阪（301ｔ）  浦河町スルメイカは、道

南方面や札幌市へは高速

道路を利用しています 

 日高地域のこんぶは様似

町に集められ、苫小牧港

から関西方面などへ出荷 

苫小牧市
（171ｔ）
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客観的評価指標⑨ 

「拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベ

ントを支援する」 

日高地域には、第６期北海道総合開発計画にもとづく地域

整備の展開構想「森と海と優駿の里づくりプロジェクト」の

もと安心で活力ある地域づくりを展開しています。 
日高自動車道は、沿線の自治体を有機的に連結することに

より、沿線自治体の地域プロジェクトを支援し、地域の活性

化に寄与します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域プロジェクト位置図 

→次頁参照 

資料：地域プロジェクト総覧より 
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◆街なかパワーアッププロジェクト 
平成１５年８月に鵡川ＩＣの供用に合わせた「街なかパワ

ーアッププロジェクト」が展開しています。 

 

目  的 国道２３５号線と高規格幹線道路日高自動車道鵡川インターチェンジ間の通過交

通、市街地流入交通を効果的に利用し、市街地の活性化を図る。 

事業主体 鵡川町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宿泊施設の建設 
四季の館隣接地に鵡川のゲストハウ

スとなる宿泊施設を整備し、温泉施

設を有効に活用する。平成 17 年 3

月完成予定。 

■町民参加による植樹 
「花のまち鵡川」を全面に打ち出

し魅力を感じて鵡川町を訪れる人

を増やすため、町民参加による、

花を活用した街路整備を行ってい

ます。 

資料：鵡川町調べ

■道の駅「むかわ四季の館」 
鵡川町を広くアピールするため、情

報発信機能を加えるとともに、24 時

間対応トイレの整備など実施し、平

成15年8月に道の駅としてオープン

しており、年間約 30 万人の観光客が

訪れています。 

■ぽぽんた市場 
平成 15 年 10 月に開設された、鵡川

町の特産物直売所。農産物と水産物

が同居する道内では珍しい直売所

で、町内の農業、漁業、商業に従事

する 28 名が協力し合い、市場の運

営・管理を行っています。11 月まで

に約 2,000 万円の売上げを計上して

います。 
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客観的評価指標⑩ 

「ＩＣ等からアクセスが向上する主要な観光地が存在する」 

鵡川町、平取町、門別町の３町では年間約５２万人の観光

入込み数があり、乗馬体験やスポーツが楽しめるレクリエー

ション施設、温泉施設を中心に近年入込み数が増加傾向にあ

ります。 
当該事業により、鵡川町、平取町、門別町の主要観光地か

ら高速道路ＩＣへのアクセスが向上し、道央圏と有機的に連

結することから、地域の活性化に寄与します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

静内町まで延びると渋滞も無く、安心感と時間短縮につなが

るので期待している。   資料：沿線地域アンケート結果 資料：北海道観光入込客数調査、鵡川町、 
平取町、門別町調べ、アンケート調査結果

■R235沿線道の駅・襟裳岬へ訪れる観光客の居住地 

札幌市

47%

その他

30%

千歳市
4%

江別市

4% 苫小牧市

15%

道外
28%

道央圏
54%

道北圏
2%

ｵﾎｰﾂｸ圏
0% 道南圏

1%

十勝圏
12%

釧根圏
3%

〔道央圏の内訳〕

道央圏・道外からの観光客で
全体の８割以上！これら観光
客のアクセス向上に期待

札幌市

47%

その他

30%

千歳市
4%

江別市

4% 苫小牧市

15%

道外
28%

道央圏
54%

道北圏
2%

ｵﾎｰﾂｸ圏
0% 道南圏

1%

十勝圏
12%

釧根圏
3%

〔道央圏の内訳〕

道央圏・道外からの観光客で
全体の８割以上！これら観光
客のアクセス向上に期待

■鵡川町・平取町・門別町観光入込数推移 

415.3 437.4

499.7 515.2

0

100

200

300

400

500

600

Ｈ９年度Ｈ１１年度Ｈ１３年度Ｈ１４年度

単位：千人

合計

鵡川町

平取町

門別町

20％増

びらとり温泉

64,544 63,641 64,828
68,078

H12 H13 H14 H15

単位：人

とねっこの湯

277,000 279,000
267,000

253,000

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５

単位：人むかわ四季の館

266,342 262,366
281,074

292,464

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５

単位：人
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客観的評価指標⑪ 

「三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる」 

国道２３５号沿線地域からの町外搬送のうち約５割が札

幌・苫小牧へ依存しています。高度医療機関までの距離が遠

い地域ほど死亡率が高いことからも、救急・高次医療などで

他都市に依存している医療環境が課題となっています。 

日高自動車道の整備によって、高度医療機関へのアクセス

向上が図られます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

札幌市へ搬送 
静内保健所管内から６８件 
浦河保健所管内から５７件 
鵡川町から１件 

苫小牧市へ搬送 
静内保健所管内から４１１件 
浦河保健所管内から１０５件 
鵡川町から１２４件 

■日高自動車道沿線地域の町外搬送件数 

154142
121

213201

166

268
256

221

0

50

100

150

200

250

300

単位：分

静内町 浦河町 えりも町

厚真ＩＣ供用 門別IC供用 浦河IC供用

■日高自動車道沿線地域の札幌市（市立病院）

への時間変化

注）現況は H11 道路交通センサス 

苫小牧 IC～門別 IC は 70km/h を想定 

約１２分短縮！ 

■死亡率の全国比較 

1.11

1.33

1.07

1.43

1.06

1.26

1

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

死亡総数 心疾患 脳血管疾患

静内保健所管内

浦河保健所管内

注）全国平均を１とした場合の値　数値はH10～H12の平均値
資料：北海道保健福祉部「北海道地域保険情報年報」（各年）

(全国平均＝１)

 高度医療機関まで遠遠いい地地域域

ほど死亡率が高い 

資料：平成 15 年度 室蘭開発建設部

■日高自動車道沿線地域からの町外搬送の割合 

苫小牧市
44.6%

札幌市
8.8%

その他地域
46.7%



－19－ 

客観的評価指標⑫ 

「対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワ

ーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、又

は地震防災緊急事業五ヵ年計画に位置づけある路線（以下「緊

急輸送道路」という）として位置づけあり」  
客観的評価指標⑬ 

「緊急輸送道路が通行止めになった場合に大幅な迂回を強い

られる区間の代替路を形成する」 

現在供用中の厚真から鵡川区間は、緊急輸送道路ネットワ

ーク計画において「第１次緊急輸送道路※」に位置づけられ

ています。 
日高自動車道の整備により、災害発生時において並行する

路線が通行止めになった場合でも、信頼性の高い道路が確保

され、災害時における幹線道路機能の向上が図られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※第１次緊急輸送道路とは、県庁所在地、地方中心都市、重要港湾、空港、総合病院、

自衛隊、警察、消防等を連絡する重要な道路です。 

資料：北海道緊急輸送道路ネットワーク計画書

36

36

276

234

235

235

235

236

237

至室蘭

苫小牧市

至倶知安

恵庭市

至札幌

千歳市
至岩見沢

厚真町

鵡川町

穂別町

至日高

門別町

平取町

新冠町

静内町

三石町
浦河町

様似町

至帯広

至えりも

太　平　洋

新千歳空港

苫小牧港

厚真IC～鵡川IC
（供用済）

鵡川IC～門別IC
（事業中）

第１次緊急輸送道路予定第１次緊急輸送道路

苫小牧東IC

沼ノ端西IC

沼ノ端東IC

苫小牧中央IC

厚真IC

鵡川IC

門別IC

日高支庁

浦河保健所

浦河町役場

門別警察署

静内警察署

陸上自衛隊
静内駐屯地

浦河警察署

日高中部消防本部

日高東部消防組合

日高西部消防
組合消防本部

総合病院浦河赤十字病院

陸上自衛隊
東千歳駐屯地

苫小牧市立総合病院
苫小牧警察署
苫小牧市役所

静内町役場

三石町役場

新冠町役場

門別町役場

鵡川町役場

厚真町役場

第一次緊急輸送道路※図中の施設は防災拠点（1 次～３次）
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客観的評価指標⑭ 

「その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さ

ない効果が期待される」 

（１）軽種馬輸送に貢献 

日高地域では、全国生産頭数の８０％以上を占める軽種馬

の生産地です。また、門別町は道営競馬が開催される競馬場

や厩舎施設が立地し、年間約１００億円にのぼる道営競馬売

上げ成績に貢献しています。こうした馬の輸送では、体調維

持が重要であり、停止や加速時による馬のストレスの負担を

避けるため、定速走行が図れる高速道路を利用しています。 

日高自動車道は、日高地域からの軽種馬の輸送に貢献しま

す。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

■H14 全国軽種馬生産割合

道外
5.5%胆振地域

13.3%

日高地域
81.2%

軽種馬生産頭数
合計9,035頭(H14)

 

 

旭川開催時には 
期間中旭川に 

札幌開催時には 
日帰りで搬送 

資料：北海道競馬事務所

※認定馬房：民間の育成施設を「認定厩舎」として認定し、競争

当日に輸送・出走させる競馬システム。これにより、馬房数の拡

大による競走馬の確保、競争資質の向上が期待される。 

門別町
23.9%

浦河町
22.0%

平取町
5.5%

その他
48.6%

認定馬房数
合計：109舎
（H16現在）

■道内認定馬房
ば ぼ う

数の割合 
■厚真 IC～鵡川 IC間を 

通行する馬輸送車 

■H15 道営競馬レース数及び出走頭数

269

401

242
2,618

3,967

2,626

レース数 出走頭数(頭）

札幌 旭川 門別
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（２）農業、自然体験型観光等への取り組みを支援 
当該地域では、軽種馬生産と農業を中心とした地域を舞台

に、都市と農村の交流を深める「グリーン・ツーリズム」を

展開しています。緑豊かな農村地域に滞在し、自然や農作業

体験などを楽しむグリーン・ツーリズムは、農業、農村につ

いての理解や農業地域の活性化を支援するものです。 
日高自動車道は、上記の方策を交通面から支援し、個性あ

る地域の形成、活性化に寄与します。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

加加工工体体験験（（アアイイススククリリーームム等等）） 市市民民農農園園  

乗乗馬馬体体験験、、農農村村体体験験((ホホーーススパパーークク))

農農業業体体験験（（手手絞絞りり搾搾乳乳））  

乗乗馬馬体体験験  乗乗馬馬体体験験((ホホーーススパパーークク))  市市民民農農園園  

産地直売

観光農園・市民農園

農業体験

レストラン

ファームイン（農家民宿）

乗馬体験

加工体験

キャンプ・温泉・その他

　　　　　凡　　　例
グリーン・ツーリズム受け入れ施設

資料：グリーン・ツーリズム関連地域資源一覧 2004 より作成
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（２）事業の投資効果 

費用便益分析の結果（事業全体） 

① 費 用 

 事 業 費      維持管理費 合  計 

基 準 年 平成 16 年 

単 純 合 計 661 億円 130 億円 791 億円

基準年における 

現在価値（Ｃ） 756 億円

 

62 億円 818 億円

 

② 便 益 

 走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 

合 計 

 

基 準 年 平成 16 年 

単 年 便 益 

（初年度便益） 
116 億円 19 億円 6 億円 141 億年

基準年における 

現在価値（Ｂ） 
2,277 億円 361 億円 110 億円 2,748 億円

 

③ 結 果 

費用便益分析（Ｂ／Ｃ） 3.4 

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 

④ 感度分析 

変 動 要 因 基準値 変動ケース 費用便益比（Ｂ／Ｃ） 

交 通 量 17,400～18,400 ±10％ 3.0～3.7 

事 業 費 661 億円 ±10％ 3.1～3.7 

事 業 期 間 13 年 ±20％ 3.0～3.5 

 

 

 

様式記入上の留意点 
１．費用及び便益額は整数止（費用・便益の額によって小数点以下２桁）とする。 
２．費用便益比は小数点以下１桁とする。 
３．単年便益（初年便益）は４月１日供用を前提として算出 
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費用便益分析の結果（残事業） 

① 費 用 

 事 業 費      維持管理費 合  計 

基 準 年 平成 16 年 

単 純 合 計 48 億円 74 億円 122 億円

基準年における 

現在価値（Ｃ） 46 億円

 

35 億円 81 億円

 

② 便 益 

 走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 

合 計 

 

基 準 年 平成 16 年 

単 年 便 益 

（初年度便益） 
94 億円 16 億円 4 億円 114 億年

基準年における 

現在価値（Ｂ） 
1,836 億円 295 億円 89 億円 2,221 億円

 

③ 結 果 

費用便益分析（Ｂ／Ｃ） 27.3 

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－24－ 

（３）事業の進捗状況 

日高自動車道厚真門別道路は、平成１６年度末で、用地進

捗率９９％、事業進捗率９３％です。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

設計 １００％ 

 

測量・地質調査 １００％ 

 

用地進捗率 ９９％ 

 

事業進捗率 ９３％ 

平成１６年度末 
※用地進捗率は用地補償費投入ベース 

※事業進捗率は事業費投入ベース 
凡例：数字は進捗率 

供　用　中

再評価箇所

凡　　例

事　業　中

うち供用中

鵡川ＩＣから門別側 

鵡川町

主
穂別鵡川線

至浦河

至浦河

至日高

門別ＩＣ

門別町

237

沙
流
川門別競馬場

道の駅
「むかわ四季の館」

至苫小牧 鵡
川
Ｉ
Ｃ

厚真ＩＣ

一 鵡川厚真線
一

厚
真･

浜
厚
真

停

線

主

千
歳
鵡
川
線

一 米原田浦線

厚真町

太平洋はまあつま

はまたうら

むかわ

しおみ

と
み
か
わ

鵡
川

ＪＲ日高本線

235

ほ
っ
か
い
ど
う
ゆ
う
ふ
つ

あ
つ
ま　
　
　

は
ま
あ
つ
ま

自

北
海
道
勇
払
郡
厚
真
町
字
浜
厚
真

ほ
っ
か
い
ど
う
さ
る　

も
ん
べ
つ　
　
　

び
ら
が･

至

北
海
道
沙
流
郡
門
別
町
字
平
賀

厚真門別道路 L=20.0km

供用済（暫定２車線）
　 Ｌ＝8.6ｋｍ
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３．事業の進捗の見込み 

厚真門別道路は、平成４年度に用地着手し、用地取得にお

いて一部難航箇所及び軟弱地盤対策に時間を要しましたが、

平成１５年度に厚真ＩＣ～鵡川ＩＣ間延長８．６km を暫定２

車線供用しています。 

残る区間は、平成１８年頃に暫定２車線供用を図る予定で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供　用　中

再評価箇所

凡　　例

事　業　中

うち供用中

鵡川町

主
穂別鵡川線

至浦河

至浦河

至日高

門別ＩＣ

門別町

237

沙
流
川門別競馬場

道の駅
「むかわ四季の館」

至苫小牧 鵡
川
Ｉ
Ｃ

厚真ＩＣ

一 鵡川厚真線
一

厚
真･

浜
厚
真

停

線

主

千
歳
鵡
川
線

一 米原田浦線

厚真町

太平洋はまあつま

はまたうら

むかわ

しおみ

と
み
か
わ

鵡
川

ＪＲ日高本線

235

ほ
っ
か
い
ど
う
ゆ
う
ふ
つ

あ
つ
ま　
　
　

は
ま
あ
つ
ま

自

北
海
道
勇
払
郡
厚
真
町
字
浜
厚
真

ほ
っ
か
い
ど
う
さ
る　

も
ん
べ
つ　
　
　

び
ら
が･

至

北
海
道
沙
流
郡
門
別
町
字
平
賀

厚真門別道路 L=20.0km

供用済（暫定２車線）
　 Ｌ＝8.6ｋｍ
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４．コスト縮減及び代替案立案等の可能性 

本事業においては、以下のコスト縮減対策に取り組んでいます。 
施策名 内容 

計画手法の見直し ・事業の実施にあたり、重点的な投資を行うことにより、投資効果

の早期発現を図るため、暫定２車線の整備 

・ＩＣ形状の見直しによる土工量の低減 

・縦断線形を見直しによる切土量の低減 

設計方法の見直し ・橋梁下部工、函渠工の省力化構造の採用 

・盛土法面縦排水をＵトラフからフレキシブルパイプに変更 

資材調達のための諸環境の整備 ・従来より車道への効率よく配光できる新型照明器具を使用 

建設副産物対策 ・AS再生合材を舗装工に使用 

技術開発の推進 ・コンクリートブロック積工における新技術の補強土吹付工の活用 

労働安全対策 ・鋼床版橋梁部の無舗装区間に防護工を設置し、流用土の運搬距

離の低減 

・一般公道通行を回避したことで建設事故の安全対策に寄与 

ライフサイクルコスト低減技術を導入し

た橋梁 

・高耐候性シリコン変性アクリル樹脂塗料上塗りを採用し、工事費

１０％、ライフサイクルコスト７％の低減 

 

また、これまでの取り組みを継続実施することに加え、公共

事業の全てのプロセスをコストの観点から見直す「国土交通省

公共事業コスト構造改革プログラム」に取り組むこととしてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水シート

連続繊維補強土

厚層基材吹付

(t=3cm)

(t=20cm)

プレート付きアンカー
(SD345 φ19 L=1,000mm)

ジオファイバー工法 

■具体例：跨道橋付近の切土のり面保護工箇所における補強土吹付工の活用 
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５．関係する地方公共団体等の意見 
「高規格幹線道路日高自動車道早期建設促進期成会」など、

地元自治体で構成する期成会が、事業促進の要望を行ってい
ます。 

期成会名称 会 長 主な構成メンバー 備考 

北海道苫小

牧地方総合

開発期成会 

苫小牧市長 

櫻井 忠 

苫小牧市、白老町、早

来町、追分町、厚真町、

鵡川町、穂別町の首長

及び議会議長 

要望内容： 

「道東方面への迅速かつ確実

な道路網の確立と住民生活の

向上及び産業経済の発展を図

るため整備が必要である」 

平成１６年度要望有 

日高総合開

発期成会 

平取町長 

中道 善光 

日高町、平取町、門別

町、新冠町、静内町、

三石町、浦河町、様似

町、えりも町の首長及

び議会議長 

要望内容： 

「災害時の代替路確保、緊急

搬送時間の短縮、物流の効率

化や観光施策の推進等を図る

ため整備促進を要望する」 

平成１６年度要望有 

高規格幹線

道路日高自

動車道早期

建設促進期

成会 

浦河町長 

谷川 弘一郎 

苫小牧市、厚真町、鵡

川町、穂別町、日高町、

平取町、門別町、新冠

町、静内町、三石町、

浦河町、様似町、白老

町、早来町、追分町、

えりも町の首長 

要望内容： 

「昨年の台風１０号の災害に

より地域全体が麻痺した。災

害に強い交通ネットワークの

形成や産業、観光の発展に欠

かせない当該道路の整備促進

を要望する」 

平成１６年度要望有 

静内町 静内町長 

沢田 房晴 

－ 要望内容： 

「災害発生時の代替道路とし

て機能、救急患者の迅速な搬

送体制の確立、主要都市への

アクセス強化と物流の効率

化、地域経済の活性化や地域

資源を活用した観光の振興な

ど、日高地方の振興と発展の

ため、整備促進を要望する」 
平成１６年度要望有 

 
６．その他 

 なお、本路線を含む日高自動車道の充実によって、昨年度の 
事業再評価により中止となった主要道道静内中札内線の開発
道路事業の代替機能として、日高圏と十勝圏を結ぶ幹線道路機
能の強化を目指すこととします。 



様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別 現拡・ＢＰの別

日高自動車道
(一般国道235号)

厚真門別道路 Ｌ＝２０．０ｋｍ 高規格Ｂ ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

17,400～18,400 2 北海道開発局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成１６年度

単純合計 661億円 130億円 791億円 

うち残事業分 48億円 74億円 122億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

756億円 62億円 818億円 

うち残事業分 46億円 35億円 81億円 



② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成１６年度

供 用 年 平成１８年度

単年便益
（初年便益）

116億円 19億円 6億円 141億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

2,277億円 361億円 110億円 2,748億円 

うち残事業分 1,836億円 295億円 89億円 2,221億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

④ 感 度 分 析 （事業全体を対象）

変動要因 基準値 変動ケース

交通量 17,400～18,400 ±１０％

事業費 661億円 ±１０％

事業期間 13年 ＋３年、－１年

3.1～3.7

3.0～3.5

費用便益比（残事業） 27.3

費用便益比（事業全体） 3.4

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

3.0～3.7



交通状況の変化

（推計時点    Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１： 交通量については、当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２： 走行時間については、配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３： 走行時間費用については、費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４： 主な周辺道路については、当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※ 四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。

0.92

事業名：厚真門別道路（事業全体）

300

0.05

44697.86

8

44982.09 44861.80 120.30

44737.01

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便
益

29.84

0.76

3.55

1,400 200

14 14

1,900

9

5.35

215.77

1,100

10

6.29

整備あり(B)整備なし(A)

0

様式－３①

18,000

0

10

100

0.00

17,700

40

24

21

4,800

130.62

①新設・改築道路
[バイパス等]
：20.0ｋｍ

合計：21564.9km

③その他道路合計
：21495.3ｋｍ

現道(国
道２３５
号)：
20.6ｋｍ

②主な周
辺道路

一）米原
田浦線：
8.3ｋｍ

主）平取
厚真線：
3.8ｋｍ

主）穂別
鵡川線：
9.5ｋｍ

一）鵡川
厚真線：
7.4ｋｍ

5,300 800

9 7

14.12 1.75



（推計時点    Ｈ４２年）

【 図面（①、②に該当する道路を明示すること）】

事業名：厚真門別道路（事業全体）

234

（一）米原田浦線

（一）米原田浦線

鵡川町役場鵡川町役場

（主）穂別鵡川線
（主）穂別鵡川線

（
主
）
平
取
厚
真
線

（
主
）
平
取
厚
真
線

（一）鵡川厚真線

（一）鵡川厚真線

現道　国道235号　L=20.6km現道　国道235号　L=20.6km

厚真門別道路（事業全体）L=20.0km厚真門別道路（事業全体）L=20.0km



交通状況の変化

（推計時点    Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１： 交通量については、当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２： 走行時間については、配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３： 走行時間費用については、費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４： 主な周辺道路については、当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※ 四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。

2.15

事業名：厚真門別道路（残事業）

0.05

44763.90

44958.80 44861.80 97.00

44803.29

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便
益

15.56

2.26

700 200

41 40

137.15

700

10

10.43

整備あり(B)整備なし(A)

0

様式－３①

18,400

0

10

100

0.00

19,700

23

14

12

4,400

79.22

①新設・改築道路
[バイパス等]
：11.4ｋｍ

合計：21564.9km

③その他道路合計
：21493.7ｋｍ

現道(国
道２３５
号)：
11.7ｋｍ

②主な周
辺道路

一）米原
田浦線：
8.3ｋｍ

主）平取
厚真線：
30.4ｋｍ

主）穂別
鵡川線：
9.5ｋｍ

1,300 200

14 14

5.67 0.92



（推計時点    Ｈ４２年）

【 図面（①、②に該当する道路を明示すること）】

事業名：厚真門別道路（残事業）

234

（一）米原田浦線

（一）米原田浦線

鵡川町役場鵡川町役場

（主）穂別鵡川線
（主）穂別鵡川線

（
主
）
平
取
厚
真
線

（
主
）
平
取
厚
真
線

現道　国道235号　L=11.7km現道　国道235号　L=11.7km

厚真門別道路
（残事業）L=11.4km

厚真門別道路
（残事業）L=11.4km



様式－３②

費用便益分析の条件

事業名：厚真門別道路

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成１５年８月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 ４０年間

社会的割引率 ４％

基準年次 平成１６年

１時点のみ推計 ■（Ｈ４２）
複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 ■
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

配分交通量の
推計手法

推計の状況

開発交通量の
考慮

□

速度設定の
考え方

交通容量超過時の最低速度が最高速度の１/２と比較的高い設定であるため。

■

■
（Ｈ１１センサス）

□

簡易手法の
場合

有の場合のみ

交通流の
推計時点

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表



事業名：厚真門別道路

（３）
項目 チェック欄

考慮しない □

考慮する ■

面的に考慮 ■

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （１０４）%
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

■

□

便 費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

益 独自に設定した値を使用 □

の 　算出根拠を添付すること

算

定 費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 費用便益分析マニュアルの値を使用 □

の 事務所等の実績値より設定 ■

算 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

定 積雪地域または寒冷地域である ■

その他

４．その他

　　上記のほか、Ｂ／Ｃの算定にあたっての問題点があれば、記述。

平成１５年８月１２日付け事務連絡に基づく設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業費

維持管理費

時間短縮・費用減
少・事故減少以外

の便益

なお、休日の乗用車類の時間評価値原単位は、平成１１年度道路交通センサスにおける平均乗
車人員の差から１．４倍とした。（平日：１．３７人／台、休日：１．８７人／台）

雪寒費

休日交通の
影響

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

考慮する
場合のみ

北海道の道路においては観光目的の交通など休日の交通状況が平日の交通
状況と異なる。そのため、沿道状況別に休日交通を考慮した。休日係数は、平
成11年度道路交通センサスにおける北海道平地部平均の平日休日交通量比
1.04を採用した。



様式－４

   費用の現在価値算定表（事業全体） 維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

採用単価の根拠　高速道路

箇所名：日高自動車道　厚真門別道路 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.17 20.0 3.40
割戻率 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次  年度 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
# －13年目 H 5 1.5395 8.30 12.77 0.00 0.00
# －12年目 H 6 1.4802 7.86 11.63 0.00 0.00
# －11年目 H 7 1.4233 10.61 15.10 0.00 0.00
# －10年目 H 8 1.3686 16.37 22.40 0.00 0.00
# －9年目 H 9 1.3159 48.83 64.25 0.00 0.00
# －8年目 H 10 1.2653 71.59 90.59 0.00 0.00
# －7年目 H 11 1.2167 118.10 143.69 0.00 0.00
# －6年目 H 12 1.1699 72.82 85.20 0.00 0.00
# －5年目 H 13 1.1249 98.14 110.40 0.00 0.00
# －4年目 H 14 1.0816 70.31 76.05 0.00 0.00
# －3年目 H 15 1.0400 45.67 47.49 0.00 0.00
# －2年目 H 16 1.0000 44.56 44.56 0.00 0.00
# －1年目 H 17 0.9615 48.06 46.21 0.00 0.00
0 供用開始年次 H 18 0.9246 0.00 0.00 3.24 3.00
1 1年目 H 19 0.8890 0.00 0.00 3.24 2.88
2 2年目 H 20 0.8548 0.00 0.00 3.24 2.77
3 3年目 H 21 0.8219 0.00 0.00 3.24 2.66
4 4年目 H 22 0.7903 0.00 0.00 3.24 2.56
5 5年目 H 23 0.7599 0.00 0.00 3.24 2.46
6 6年目 H 24 0.7307 0.00 0.00 3.24 2.37
7 7年目 H 25 0.7026 0.00 0.00 3.24 2.28
8 8年目 H 26 0.6756 0.00 0.00 3.24 2.19
9 9年目 H 27 0.6496 0.00 0.00 3.24 2.10
# 10年目 H 28 0.6246 0.00 0.00 3.24 2.02
# 11年目 H 29 0.6006 0.00 0.00 3.24 1.95
# 12年目 H 30 0.5775 0.00 0.00 3.24 1.87
# 13年目 H 31 0.5553 0.00 0.00 3.24 1.80
# 14年目 H 32 0.5339 0.00 0.00 3.24 1.73
# 15年目 H 33 0.5134 0.00 0.00 3.24 1.66
# 16年目 H 34 0.4936 0.00 0.00 3.24 1.60
# 17年目 H 35 0.4746 0.00 0.00 3.24 1.54
# 18年目 H 36 0.4564 0.00 0.00 3.24 1.48
# 19年目 H 37 0.4388 0.00 0.00 3.24 1.42
# 20年目 H 38 0.4220 0.00 0.00 3.24 1.37
# 21年目 H 39 0.4057 0.00 0.00 3.24 1.31
# 22年目 H 40 0.3901 0.00 0.00 3.24 1.26
# 23年目 H 41 0.3751 0.00 0.00 3.24 1.22
# 24年目 H 42 0.3607 0.00 0.00 3.24 1.17
# 25年目 H 43 0.3468 0.00 0.00 3.24 1.12
# 26年目 H 44 0.3335 0.00 0.00 3.24 1.08
# 27年目 H 45 0.3207 0.00 0.00 3.24 1.04
# 28年目 H 46 0.3083 0.00 0.00 3.24 1.00
# 29年目 H 47 0.2965 0.00 0.00 3.24 0.96
# 30年目 H 48 0.2851 0.00 0.00 3.24 0.92
# 31年目 H 49 0.2741 0.00 0.00 3.24 0.89
# 32年目 H 50 0.2636 0.00 0.00 3.24 0.85
# 33年目 H 51 0.2534 0.00 0.00 3.24 0.82
# 34年目 H 52 0.2437 0.00 0.00 3.24 0.79
# 35年目 H 53 0.2343 0.00 0.00 3.24 0.76
# 36年目 H 54 0.2253 0.00 0.00 3.24 0.73
# 37年目 H 55 0.2166 0.00 0.00 3.24 0.70
# 38年目 H 56 0.2083 0.00 0.00 3.24 0.67
# 39年目 H 57 0.2003 0.00 -14.43 3.24 0.65
#
#   合　計 661.21 755.91 129.60 61.66

単純事業費計 661.21 129.60

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。



様式－４

   費用の現在価値算定表（残事業） 維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

採用単価の根拠　高速道路

箇所名：日高自動車道　厚真門別道路 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.17 11.4 1.94
割戻率 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次  年度 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
# －1年目 H 17 0.9615 48.06 46.21 0.00 0.00
0 供用開始年次 H 18 0.9246 0.00 0.00 1.85 1.71
1 1年目 H 19 0.8890 0.00 0.00 1.85 1.64
2 2年目 H 20 0.8548 0.00 0.00 1.85 1.58
3 3年目 H 21 0.8219 0.00 0.00 1.85 1.52
4 4年目 H 22 0.7903 0.00 0.00 1.85 1.46
5 5年目 H 23 0.7599 0.00 0.00 1.85 1.41
6 6年目 H 24 0.7307 0.00 0.00 1.85 1.35
7 7年目 H 25 0.7026 0.00 0.00 1.85 1.30
8 8年目 H 26 0.6756 0.00 0.00 1.85 1.25
9 9年目 H 27 0.6496 0.00 0.00 1.85 1.20
# 10年目 H 28 0.6246 0.00 0.00 1.85 1.16
# 11年目 H 29 0.6006 0.00 0.00 1.85 1.11
# 12年目 H 30 0.5775 0.00 0.00 1.85 1.07
# 13年目 H 31 0.5553 0.00 0.00 1.85 1.03
# 14年目 H 32 0.5339 0.00 0.00 1.85 0.99
# 15年目 H 33 0.5134 0.00 0.00 1.85 0.95
# 16年目 H 34 0.4936 0.00 0.00 1.85 0.91
# 17年目 H 35 0.4746 0.00 0.00 1.85 0.88
# 18年目 H 36 0.4564 0.00 0.00 1.85 0.84
# 19年目 H 37 0.4388 0.00 0.00 1.85 0.81
# 20年目 H 38 0.4220 0.00 0.00 1.85 0.78
# 21年目 H 39 0.4057 0.00 0.00 1.85 0.75
# 22年目 H 40 0.3901 0.00 0.00 1.85 0.72
# 23年目 H 41 0.3751 0.00 0.00 1.85 0.69
# 24年目 H 42 0.3607 0.00 0.00 1.85 0.67
# 25年目 H 43 0.3468 0.00 0.00 1.85 0.64
# 26年目 H 44 0.3335 0.00 0.00 1.85 0.62
# 27年目 H 45 0.3207 0.00 0.00 1.85 0.59
# 28年目 H 46 0.3083 0.00 0.00 1.85 0.57
# 29年目 H 47 0.2965 0.00 0.00 1.85 0.55
# 30年目 H 48 0.2851 0.00 0.00 1.85 0.53
# 31年目 H 49 0.2741 0.00 0.00 1.85 0.51
# 32年目 H 50 0.2636 0.00 0.00 1.85 0.49
# 33年目 H 51 0.2534 0.00 0.00 1.85 0.47
# 34年目 H 52 0.2437 0.00 0.00 1.85 0.45
# 35年目 H 53 0.2343 0.00 0.00 1.85 0.43
# 36年目 H 54 0.2253 0.00 0.00 1.85 0.42
# 37年目 H 55 0.2166 0.00 0.00 1.85 0.40
# 38年目 H 56 0.2083 0.00 0.00 1.85 0.39
# 39年目 H 57 0.2003 0.00 -0.01 1.85 0.37

  合　計 48.06 46.20 74.00 35.21

単純事業費計 48.06 74.00

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。



様式－５

便益の現在価値算定表（事業全体） 箇所名：日高自動車道　厚真門別道路

合　　　計

総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割引率 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故減少便益(億円) (億円)

(  北海道  ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 便益合計 現在価値
年次 乗用車類 貨物車類 全  車 (A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割戻率4%

供用開始年次 H 18 1.01146 0.99618 1.00733 0.9246 72.63 0.00 8.37 35.08 116.08 107.33 7.13 0.00 2.09 9.83 19.05 17.61 5.53 5.11 140.65 130.05
1年目 H 19 1.01133 0.99616 1.00728 0.8890 73.45 0.00 8.34 34.95 116.74 103.78 7.21 0.00 2.08 9.79 19.08 16.96 5.57 4.95 141.39 125.69

2年目 H 20 1.01120 0.99615 1.00723 0.8548 74.28 0.00 8.31 34.81 117.39 100.35 7.29 0.00 2.07 9.76 19.12 16.34 5.61 4.79 142.12 121.48

3年目 H 21 1.01108 0.99613 1.00718 0.8219 75.10 0.00 8.27 34.68 118.05 97.02 7.37 0.00 2.06 9.72 19.15 15.74 5.65 4.64 142.85 117.41

4年目 H 22 1.01096 0.99612 1.00712 0.7903 75.92 0.00 8.24 34.54 118.71 93.81 7.45 0.00 2.06 9.68 19.19 15.16 5.69 4.50 143.58 113.47

5年目 H 23 1.00713 0.99736 1.00464 0.7599 76.46 0.00 8.22 34.45 119.13 90.53 7.50 0.00 2.05 9.65 19.21 14.60 5.72 4.34 144.06 109.47

6年目 H 24 1.00708 0.99735 1.00461 0.7307 77.00 0.00 8.20 34.36 119.56 87.36 7.56 0.00 2.04 9.63 19.23 14.05 5.74 4.20 144.53 105.61

7年目 H 25 1.00703 0.99734 1.00459 0.7026 77.55 0.00 8.18 34.27 119.99 84.31 7.61 0.00 2.04 9.60 19.25 13.53 5.77 4.05 145.01 101.88

8年目 H 26 1.00698 0.99733 1.00457 0.6756 78.09 0.00 8.16 34.18 120.42 81.35 7.66 0.00 2.03 9.58 19.27 13.02 5.79 3.91 145.49 98.29

9年目 H 27 1.00693 0.99733 1.00455 0.6496 78.63 0.00 8.13 34.08 120.85 78.50 7.72 0.00 2.03 9.55 19.30 12.53 5.82 3.78 145.96 94.82

10年目 H 28 1.00689 0.99732 1.00453 0.6246 79.17 0.00 8.11 33.99 121.28 75.75 7.77 0.00 2.02 9.53 19.32 12.07 5.85 3.65 146.44 91.47

11年目 H 29 1.00684 0.99731 1.00451 0.6006 79.71 0.00 8.09 33.90 121.70 73.10 7.82 0.00 2.02 9.50 19.34 11.62 5.87 3.53 146.92 88.24

12年目 H 30 1.00679 0.99731 1.00449 0.5775 80.25 0.00 8.07 33.81 122.13 70.53 7.87 0.00 2.01 9.48 19.36 11.18 5.90 3.41 147.39 85.12

13年目 H 31 1.00675 0.99730 1.00447 0.5553 80.79 0.00 8.05 33.72 122.56 68.06 7.93 0.00 2.01 9.45 19.38 10.76 5.93 3.29 147.87 82.11

14年目 H 32 1.00670 0.99729 1.00445 0.5339 81.34 0.00 8.02 33.63 122.99 65.66 7.98 0.00 2.00 9.42 19.41 10.36 5.95 3.18 148.35 79.20

15年目 H 33 0.99969 0.99414 0.99837 0.5134 81.31 0.00 7.98 33.43 122.72 63.00 7.98 0.00 1.99 9.37 19.34 9.93 5.94 3.05 148.00 75.98

16年目 H 34 0.99969 0.99410 0.99837 0.4936 81.29 0.00 7.93 33.23 122.45 60.44 7.98 0.00 1.98 9.31 19.27 9.51 5.93 2.93 147.65 72.88

17年目 H 35 0.99969 0.99407 0.99837 0.4746 81.26 0.00 7.88 33.04 122.18 57.99 7.97 0.00 1.97 9.26 19.20 9.11 5.92 2.81 147.30 69.91

18年目 H 36 0.99969 0.99403 0.99837 0.4564 81.24 0.00 7.84 32.84 121.91 55.64 7.97 0.00 1.95 9.20 19.13 8.73 5.91 2.70 146.95 67.07

19年目 H 37 0.99969 0.99400 0.99836 0.4388 81.21 0.00 7.79 32.64 121.64 53.38 7.97 0.00 1.94 9.15 19.06 8.36 5.90 2.59 146.61 64.33

20年目 H 38 0.99969 0.99396 0.99836 0.4220 81.19 0.00 7.74 32.45 121.37 51.22 7.97 0.00 1.93 9.09 18.99 8.01 5.89 2.49 146.26 61.72

21年目 H 39 0.99969 0.99392 0.99836 0.4057 81.16 0.00 7.70 32.25 121.10 49.13 7.96 0.00 1.92 9.04 18.92 7.68 5.89 2.39 145.91 59.19

22年目 H 40 0.99969 0.99389 0.99835 0.3901 81.13 0.00 7.65 32.05 120.83 47.14 7.96 0.00 1.91 8.98 18.85 7.35 5.88 2.29 145.56 56.78

23年目 H 41 0.99969 0.99385 0.99835 0.3751 81.11 0.00 7.60 31.85 120.56 45.22 7.96 0.00 1.90 8.93 18.78 7.04 5.87 2.20 145.21 54.47

24年目 H 42 0.99969 0.99381 0.99835 0.3607 81.08 0.00 7.55 31.66 120.30 43.39 7.96 0.00 1.88 8.87 18.71 6.75 5.86 2.11 144.86 52.25

25年目 H 43 0.99801 0.99542 0.99743 0.3468 80.92 0.00 7.52 31.51 119.95 41.60 7.94 0.00 1.88 8.83 18.65 6.47 5.84 2.03 144.44 50.09

26年目 H 44 0.99801 0.99540 0.99742 0.3335 80.76 0.00 7.48 31.37 119.61 39.89 7.92 0.00 1.87 8.79 18.58 6.20 5.83 1.94 144.02 48.03

27年目 H 45 0.99801 0.99538 0.99741 0.3207 80.60 0.00 7.45 31.22 119.27 38.25 7.91 0.00 1.86 8.75 18.52 5.94 5.81 1.86 143.60 46.05

28年目 H 46 0.99800 0.99536 0.99741 0.3083 80.44 0.00 7.42 31.08 118.93 36.67 7.89 0.00 1.85 8.71 18.45 5.69 5.80 1.79 143.18 44.14

29年目 H 47 0.99800 0.99534 0.99740 0.2965 80.28 0.00 7.38 30.93 118.59 35.16 7.88 0.00 1.84 8.67 18.39 5.45 5.78 1.71 142.76 42.33

30年目 H 48 0.99799 0.99531 0.99739 0.2851 80.12 0.00 7.35 30.79 118.25 33.71 7.86 0.00 1.83 8.63 18.32 5.22 5.77 1.64 142.34 40.58

31年目 H 49 0.99799 0.99529 0.99738 0.2741 79.96 0.00 7.31 30.64 117.91 32.32 7.85 0.00 1.82 8.59 18.26 5.00 5.75 1.58 141.92 38.90

32年目 H 50 0.99799 0.99527 0.99738 0.2636 79.80 0.00 7.28 30.50 117.57 30.99 7.83 0.00 1.82 8.55 18.19 4.80 5.74 1.51 141.50 37.30

33年目 H 51 0.99798 0.99525 0.99737 0.2534 79.64 0.00 7.24 30.35 117.23 29.71 7.81 0.00 1.81 8.51 18.13 4.59 5.72 1.45 141.08 35.75

34年目 H 52 0.99798 0.99522 0.99736 0.2437 79.47 0.00 7.21 30.21 116.89 28.49 7.80 0.00 1.80 8.47 18.06 4.40 5.71 1.39 140.66 34.28

35年目 H 53 0.99706 0.99834 0.99734 0.2343 79.24 0.00 7.20 30.16 116.59 27.32 7.78 0.00 1.79 8.45 18.02 4.22 5.69 1.33 140.30 32.87

36年目 H 54 0.99705 0.99834 0.99734 0.2253 79.01 0.00 7.18 30.11 116.30 26.20 7.75 0.00 1.79 8.44 17.98 4.05 5.67 1.28 139.95 31.53

37年目 H 55 0.99704 0.99834 0.99733 0.2166 78.77 0.00 7.17 30.06 116.00 25.13 7.73 0.00 1.79 8.42 17.94 3.89 5.66 1.23 139.60 30.24

38年目 H 56 0.99703 0.99833 0.99732 0.2083 78.54 0.00 7.16 30.01 115.71 24.10 7.71 0.00 1.79 8.41 17.90 3.73 5.64 1.18 139.25 29.01

39年目 H 57 0.99702 0.99833 0.99732 0.2003 78.30 0.00 7.15 29.96 115.41 23.12 7.68 0.00 1.78 8.40 17.86 3.58 5.63 1.13 138.90 27.82

合　計 3,168.21 0.00 309.91 1,298.76 4,776.88 2,276.65 310.86 0.00 77.30 363.97 752.13 361.23 231.41 109.95 5,760.42 2,747.83

年度
（基準年）

Ｈ１６



様式－５

便益の現在価値算定表（残事業） 箇所名：日高自動車道　厚真門別道路

合　　　計

総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割引率 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故減少便益(億円) (億円)

(  北海道  ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 便益合計 現在価値
年次 乗用車類 貨物車類 全  車 (A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割戻率4%

供用開始年次 H 18 1.01146 0.99618 1.00733 0.9246 58.26 0.00 6.50 28.92 93.68 86.61 5.66 0.00 1.61 8.33 15.60 14.43 4.50 4.16 113.78 105.20
1年目 H 19 1.01133 0.99616 1.00728 0.8890 58.92 0.00 6.47 28.81 94.20 83.75 5.73 0.00 1.60 8.30 15.63 13.89 4.53 4.03 114.36 101.67

2年目 H 20 1.01120 0.99615 1.00723 0.8548 59.58 0.00 6.45 28.70 94.73 80.97 5.79 0.00 1.59 8.27 15.65 13.38 4.56 3.90 114.94 98.25

3年目 H 21 1.01108 0.99613 1.00718 0.8219 60.24 0.00 6.42 28.59 95.25 78.29 5.86 0.00 1.59 8.24 15.68 12.89 4.60 3.78 115.53 94.95

4年目 H 22 1.01096 0.99612 1.00712 0.7903 60.90 0.00 6.40 28.48 95.77 75.69 5.92 0.00 1.58 8.20 15.71 12.41 4.63 3.66 116.11 91.76

5年目 H 23 1.00713 0.99736 1.00464 0.7599 61.33 0.00 6.38 28.41 96.12 73.04 5.96 0.00 1.58 8.18 15.72 11.95 4.65 3.53 116.49 88.52

6年目 H 24 1.00708 0.99735 1.00461 0.7307 61.77 0.00 6.36 28.33 96.46 70.48 6.01 0.00 1.57 8.16 15.74 11.50 4.67 3.41 116.87 85.40

7年目 H 25 1.00703 0.99734 1.00459 0.7026 62.20 0.00 6.35 28.25 96.80 68.01 6.05 0.00 1.57 8.14 15.75 11.07 4.69 3.30 117.25 82.38

8年目 H 26 1.00698 0.99733 1.00457 0.6756 62.63 0.00 6.33 28.18 97.14 65.63 6.09 0.00 1.56 8.12 15.77 10.65 4.72 3.19 117.63 79.47

9年目 H 27 1.00693 0.99733 1.00455 0.6496 63.07 0.00 6.31 28.10 97.48 63.33 6.13 0.00 1.56 8.10 15.79 10.26 4.74 3.08 118.01 76.66

10年目 H 28 1.00689 0.99732 1.00453 0.6246 63.50 0.00 6.29 28.03 97.83 61.10 6.17 0.00 1.56 8.07 15.80 9.87 4.76 2.97 118.39 73.95

11年目 H 29 1.00684 0.99731 1.00451 0.6006 63.94 0.00 6.28 27.95 98.17 58.96 6.22 0.00 1.55 8.05 15.82 9.50 4.78 2.87 118.77 71.33

12年目 H 30 1.00679 0.99731 1.00449 0.5775 64.37 0.00 6.26 27.88 98.51 56.89 6.26 0.00 1.55 8.03 15.84 9.15 4.80 2.77 119.15 68.81

13年目 H 31 1.00675 0.99730 1.00447 0.5553 64.81 0.00 6.24 27.80 98.85 54.89 6.30 0.00 1.54 8.01 15.85 8.80 4.82 2.68 119.53 66.37

14年目 H 32 1.00670 0.99729 1.00445 0.5339 65.24 0.00 6.23 27.73 99.19 52.96 6.34 0.00 1.54 7.99 15.87 8.47 4.84 2.59 119.91 64.02

15年目 H 33 0.99969 0.99414 0.99837 0.5134 65.22 0.00 6.19 27.57 98.98 50.81 6.34 0.00 1.53 7.94 15.81 8.12 4.84 2.48 119.62 61.41

16年目 H 34 0.99969 0.99410 0.99837 0.4936 65.20 0.00 6.15 27.40 98.76 48.75 6.34 0.00 1.52 7.89 15.75 7.78 4.83 2.38 119.34 58.91

17年目 H 35 0.99969 0.99407 0.99837 0.4746 65.18 0.00 6.12 27.24 98.54 46.77 6.34 0.00 1.51 7.85 15.70 7.45 4.82 2.29 119.05 56.50

18年目 H 36 0.99969 0.99403 0.99837 0.4564 65.16 0.00 6.08 27.08 98.32 44.87 6.34 0.00 1.50 7.80 15.64 7.14 4.81 2.20 118.77 54.21

19年目 H 37 0.99969 0.99400 0.99836 0.4388 65.14 0.00 6.04 26.91 98.10 43.05 6.33 0.00 1.49 7.75 15.58 6.84 4.80 2.11 118.48 51.99

20年目 H 38 0.99969 0.99396 0.99836 0.4220 65.12 0.00 6.01 26.75 97.88 41.31 6.33 0.00 1.48 7.71 15.52 6.55 4.80 2.02 118.20 49.88

21年目 H 39 0.99969 0.99392 0.99836 0.4057 65.10 0.00 5.97 26.59 97.66 39.62 6.33 0.00 1.48 7.66 15.46 6.27 4.79 1.94 117.91 47.84

22年目 H 40 0.99969 0.99389 0.99835 0.3901 65.08 0.00 5.94 26.43 97.44 38.01 6.33 0.00 1.47 7.61 15.41 6.01 4.78 1.87 117.63 45.89

23年目 H 41 0.99969 0.99385 0.99835 0.3751 65.06 0.00 5.90 26.26 97.22 36.47 6.33 0.00 1.46 7.57 15.35 5.76 4.77 1.79 117.34 44.02

24年目 H 42 0.99969 0.99381 0.99835 0.3607 65.04 0.00 5.86 26.10 97.00 34.99 6.32 0.00 1.45 7.52 15.29 5.52 4.77 1.72 117.06 42.22

25年目 H 43 0.99801 0.99542 0.99743 0.3468 64.91 0.00 5.84 25.98 96.73 33.54 6.31 0.00 1.44 7.48 15.24 5.28 4.75 1.65 116.72 40.48

26年目 H 44 0.99801 0.99540 0.99742 0.3335 64.78 0.00 5.81 25.86 96.45 32.17 6.30 0.00 1.44 7.45 15.18 5.06 4.74 1.58 116.38 38.81

27年目 H 45 0.99801 0.99538 0.99741 0.3207 64.65 0.00 5.78 25.74 96.18 30.84 6.29 0.00 1.43 7.42 15.13 4.85 4.73 1.52 116.03 37.21

28年目 H 46 0.99800 0.99536 0.99741 0.3083 64.52 0.00 5.75 25.62 95.90 29.57 6.27 0.00 1.42 7.38 15.08 4.65 4.72 1.45 115.69 35.67

29年目 H 47 0.99800 0.99534 0.99740 0.2965 64.39 0.00 5.73 25.50 95.62 28.35 6.26 0.00 1.42 7.35 15.02 4.45 4.70 1.39 115.35 34.20

30年目 H 48 0.99799 0.99531 0.99739 0.2851 64.26 0.00 5.70 25.39 95.35 27.18 6.25 0.00 1.41 7.31 14.97 4.27 4.69 1.34 115.01 32.79

31年目 H 49 0.99799 0.99529 0.99738 0.2741 64.13 0.00 5.67 25.27 95.07 26.06 6.24 0.00 1.40 7.28 14.92 4.09 4.68 1.28 114.67 31.43

32年目 H 50 0.99799 0.99527 0.99738 0.2636 64.00 0.00 5.65 25.15 94.80 24.99 6.22 0.00 1.40 7.24 14.86 3.92 4.67 1.23 114.33 30.14

33年目 H 51 0.99798 0.99525 0.99737 0.2534 63.88 0.00 5.62 25.03 94.52 23.95 6.21 0.00 1.39 7.21 14.81 3.75 4.65 1.18 113.99 28.88

34年目 H 52 0.99798 0.99522 0.99736 0.2437 63.75 0.00 5.59 24.91 94.25 22.97 6.20 0.00 1.38 7.17 14.76 3.60 4.64 1.13 113.64 27.70

35年目 H 53 0.99706 0.99834 0.99734 0.2343 63.56 0.00 5.58 24.87 94.01 22.03 6.18 0.00 1.38 7.16 14.72 3.45 4.63 1.08 113.36 26.56

36年目 H 54 0.99705 0.99834 0.99734 0.2253 63.37 0.00 5.58 24.82 93.77 21.13 6.16 0.00 1.38 7.15 14.69 3.31 4.62 1.04 113.08 25.48

37年目 H 55 0.99704 0.99834 0.99733 0.2166 63.18 0.00 5.57 24.78 93.53 20.26 6.14 0.00 1.38 7.14 14.66 3.17 4.61 1.00 112.80 24.43

38年目 H 56 0.99703 0.99833 0.99732 0.2083 63.00 0.00 5.56 24.74 93.29 19.43 6.13 0.00 1.37 7.13 14.63 3.05 4.59 0.96 112.51 23.44

39年目 H 57 0.99702 0.99833 0.99732 0.2003 62.81 0.00 5.55 24.70 93.06 18.64 6.11 0.00 1.37 7.12 14.59 2.92 4.58 0.92 112.23 22.48

合　計 2,541.23 0.00 240.51 1,070.88 3,852.61 1,836.35 247.09 0.00 59.43 308.47 614.99 295.47 188.30 89.46 4,655.90 2,221.29

年度
（基準年）

Ｈ１６




